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特別損益の計上ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、関連会社株式の譲渡に伴う特別損益を計上するとともに、最近の業績動向等を踏まえ、平成

29年5月12日に公表しました平成30年3月期の業績予想を下記の通り修正致しましたのでお知らせい

たします。 

 

１． 特別損益の計上について 

当社は、インドネシアの持分法適用関連会社であるPT Echo Advanced Technology Indonesia（以下Ｅ

ＡＴＩという）の全株式を3月30日付けで、Daiwa Kasei Thailand Co.,Ltdに全株を譲渡致しました。 

当社はＥＡＴＩが 2012 年の設立以来赤字を継続し、当社連結業績に大きな損失を計上してきたことか

ら、平成 28 年 11 月 2 日公表の通り、ＥＡＴＩの主要取引先であり、ＥＡＴＩの株主である小島プレス

工業株式会社（以下、「小島プレス」という）へＥＡＴＩの株式を一部譲渡し、小島プレスを筆頭株主

とする経営体制とし、当社もＥＡＴＩを連結子会社から持分法適用関連会社としてその役割を分担し小

島プレスと協力しＥＡＴＩの経営改善を進めてまいりました。しかしながら、今後のインドネシアにお

ける自動車需要の増加と受注は期待できるものの、経営改善の効果によってもこれまでの人件費の上昇

等をカバーした上での急激な収益改善の目途が立たたない事から、今般、小島プレスと協議の結果、Ｅ

ＡＴＩを小島プレスのもとで事業構造から見直すことで合意に至り、ＥＡＴＩ株式を小島プレス関連会

社であるDaiwa Kasei(Thailand) Co.,Ltdに全株譲渡することと致しました。 

これに伴い当社の自動車部品事業はインドネシアから撤退する事になりますが、今後は、自動車需要

が戻りつつあるタイと、高付加価値製品が採用になり販売が拡大しつつある日本に経営資源を集中して

まいります。 
 

尚、連結業績、個別業績に与える影響は下記の通りであります。 

(1) 連結業績においては、ＥＡＴＩの今期の赤字を持分法による投資損失として経常利益に反映すると

同時に、ＥＡＴＩの株式を譲渡することによる株式売却損失と、株式譲渡によりこれまで連結決算

において計上してきた同社の赤字の戻し処理で計上する特別利益を相殺した結果、特別利益を約 2

億円計上する見込みであります。 

(2) 個別業績においては、ＥＡＴＩの株式を譲渡することによる株式売却損失を特別損失として、1億 6

千7百万円計上する見込みであります。 

 

また、2017 年 11 月発表の中期経営計画においては、既にＥＡＴＩからの撤退を視野に入れておりま

したので収益計画には組み込んでおらず、中期経営計画の変更はございません。 

 

 



 

 

 

 

２． 業績予想の修正について 

(1)平成30年3月期通期連結業績予想の修正(平成29年4月1日～平成30年3月31日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

18,700 

百万円 

250 

百万円 

80 

百万円 

30 

円 銭 

0.93 

今回修正予想（Ｂ） 19,900 120 △250 △190 △5.38 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,200 △130 △330 △220 － 

増 減 率（ ％ ） 6.4 △52.0 － － － 

(ご参考)前期実績 

（平成28年3月期） 
21,331 △96 △315 349 11.79 

 

(2)平成30年3月期通期個別業績予想の修正(平成29年4月1日～平成30年3月31日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

11,300 

百万円 

30 

百万円 

10 

円 銭 

0.34 

今回修正予想（Ｂ） 11,700 △190 △430 △12.18 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 400 △220 △440 － 

増 減 率（ ％ ） 3.5 － － － 

(ご参考)前期実績 11,191 49 487 16.46 

 

(3) 修正の理由 

（連結業績予想） 

連結業績予想につきましては、株式譲渡に伴いＥＡＴＩが持分法適用関連会社の適用除外となりまし

たが、その株式譲渡が第４四半期であったため、ＥＡＴＩの赤字を持分法投資損失として経常損益に反

映します。また、ＥＡＴＩ株式譲渡に伴う損益につきましては、売却損失を計上する一方でＥＡＴＩの

過年度損益等の調整により特別利益約２億円を計上する予定であります。 

尚、その他の海外子会社における土地売却益や事業撤退損失等の特別損益への計上、非支配株主持分

の調整等により、当期純損失は約１億９千万円となる見込みです。 

 

（個別業績予想） 

個別業績予想につきましては、住宅設備関連では新規住宅着工並びにリフォーム市場の不振等による

売上高減少により収益が悪化しました。また、自動車部品事業では新工法による新製品等の売上高は大

きく増加致しましたが、年度前半における生産準備費用等や、既存製品の想定を上回る生産量に対応す

るための追加費用等の増加により利益は減少し、住宅設備関連の収益悪化をカバーすることができず、

全体の収益も悪化致しました。 

また、ＥＡＴＩの株式を譲渡することによる株式売却損失等を特別損失として計上する見込みであり

ます。 

 

以 上 


